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偏西風と北高型（藤井）

　　　　みると，注目するリッジは13日に濯失しているが，その

　　　　後とのリッジより発したカット・オフ・ハイは，勢力は
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　　　　緯度を西進するカット・オフ・ハィに対応して，新らた

　　　　なリッジが本邦附近で発生し，それが本邦附近の北高型

　　　　の原因となっている．

　　　　　これは1954年4月下旬め型1に関する簡単な解析にす

　　　　ぎないが，本邦附近に北高型が出現する場合に，その前

　　　　兆として西経160度に現われる気圧場の特性の一端を示
・●している縦考えられる．

　　　　　以上のべた各型を現象的に次のように解釈してみた．

　　　　　型4を除ぎ，型1，’2，3にっいては，強風帯の軸の

ガ　　　 北上およぴ弱風帯の軸の北上は中緯度高圧帯の北偏発達

　　　　を暗示し，これが不安定波動へ発展して本i邦附近の北高

　　　　型と関係しているのではなかろうか，そして型によって

　　　　不安定度の発展状態に差があ，り・型1の出現型式が本邦

　　　　へり影響が最も強いのではなかろうか．これらの差につ

　　　　いては，色々考えられることもあるが，シノプティ．ック

　　　　な裏付けなしにこれ以上のべることは単なる空論にすぎ

　　　　ないと思う．また型4のようなノ「ザントレンボの場合
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